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古本市 開催 

８月３１日に古本市を中集会室で開催しました。

今回は事前予約制を廃止し、自由入場制にしまし

た。前回の反省から、古本市をハードウェアのメディ

アではなく、人と人をつなぐソフトウェアの可能性を

追求したいと考えていました。そのため、分野別で

はなく、スタッフによるオススメ本ごとに配架しました。

また、黒板に模造紙を貼り、来場者の方々に付箋を

お渡しして、「オススメの本」「今日の感想」「やって

ほしい企画」を書いて頂きました。 

例えばですが、「病院室の待合室に置きたい」

「学級文庫に入れたい」「死後どうしようと悩んで

いた本が誰かに渡った」などのご意見がありました。 

また、リピーターが毎回楽しみに来る小さな共同

体の形成や、他県から偶然来場される一期一会の

ご縁、推薦本の共有を通じた個人史の交換が挙げ

られていました。 

従来から強いご要望のある循環のデザインにつ 

いては、「本を募集してほしい」「読み終わった本の

処理方法を提案してほしい」との内容が多かった

です。 

今回新しい試みとして交流スペースを設けました。

つなぐ会を紹介した LIBRARY NAVI や手芸タワ

シは好評でした。その一方で、来場者どうしの交流

にはつながりにくいのと、本を熱心に選んでいる人

には話しかけづらい点が課題として見つかりました。 

最後に、うれしいお知らせとして、本村賢太郎相

模原市長にご来訪頂きまして、古本市の盛況ぶり

をご視察頂きました。激励のお言葉を頂き心より感

謝しております。 
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持ち帰りは、1,512 冊、入場者数は 292 名、寄

付金は 30,451円で、全て相模原市（図書館の蔵

書代）に寄付しました。 

図書館関係者の皆様、スタッフとしてお手伝い頂

いた方々、ご来場頂いた皆様どうもありがとうござ

いました。（A） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おはなしワニーズ 布えほん展 

行ってきました おはなしワニーズ布のえほん展！ 

８月３１日（日）場所は、おださがプラザ。つなぐ

会会員の冨永ナル子さんが代表を務めるボランテ

ィアグループ「おはなしワニーズ」の主催です。  

一針一針丁寧に縫っていく、すべて手づくりの布の

絵本と布のおもちゃの数々が、広い会場に展示され

ていました。冨永さんが読み聞かせる「ちびっこ魔

女のぼうけん」のお話。子どもたちはとても自由に

絵本の世界を楽しんでいました。見て聞いて触って

遊ぶ豊かな布の絵本の可能性が感じられました。 

２０数年に亘る冨永さんの長年の活動に敬意を表

します。（S） 

 

図書館ひろば 



「淵野辺駅南口周辺のまちづくりプラン～

複合施設整備基本計画」について 

今年３月に出された上記の案に対して、私達つ

なぐ会のメンバーは、パブリックコメントを提出し、そ

の結果を受けて勉強会を行いました。淵野辺駅南

口に開館予定の新しい図書館に関して、市民の

様々な期待が寄せられていることがわかりました。

今後の計画では、令和８年度迄に、全般的な方向

を担うアドバイザリー委託や、施設の建設・管理運

営を担う民間事業者が決定とあります。令和９年度

には、鹿沼公園、複合施設の建設に着手するとのこ

と。つなぐ会としては、市民の図書館としてふさわし

いものとなるように、読書バリアフリーを念頭におい

た、対面朗読室の設置や運用、図書の分散配置な

どの様々な課題について図書館と話し合い、提案し

ていきたいと考えています。（Ｓ） 

 

調べ学習講座 開催 

７月１９日（土）、「図書館で調べて、新聞を作ろ

う！」が市立図書館で行われました。小学１年生か

ら６年生のお子さんが参加しました。講師が新聞の

見出しのつけ方などの説明をしたあと、自分のテー

マを考えたり、新聞名や見出しを考えたりしました。

使う資料を１階児童コーナーで探して、新聞記事に

まとめました。 

７月２６日（土）には、「ネットと本で調べ学習体

験講座」が橋本図書館で行われました。小学１年

生から中学２年生のお子さんが参加しました。講師

がテーマの絞り方などを説明したあと、こどもの本

のコーナーに行って、調べたいテーマに関連する本 

 

 

 

 

 

 

 

を探し、合わせて研修室のパソコンでネットの情報

も検索します。調べたことは冊子にまとめました。 

参加してくださるお子さんは、図書館を使い慣れ

ているからか、調べたいテーマの資料をとても上手

に探します。高学年になると検索システムも使いこ

なします。また調べるテーマは、飼っている動物だっ

たり、昔から大好きなものだったり、今の推しだった

り。すでに基本情報は体験で得ているので、さらに

深いところを探ります。じっくり資料を読み込むため、

２時間半では終わらないお子さんもいましたが、ま

とめの途中であっても、彼らが一生懸命調べた熱

が伝わってきました。 

最後に、子どもたちの作品を掲示し、参加者と保

護者全員で感想付箋を貼っていきました。子どもた

ちがまとめた内容をじっくり読んでコメントを書いて

いる保護者の方が多くいらっしゃいました。 

参加してくださった皆さま、ありがとうございまし

た。（N） 
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つなぐ会では新規会員を募集中！ 詳しくはホームページをご覧ください。 

編集後記 

新しい体制でスタートしたつなぐ会。色々なかたのご協力で、調べ学習講座、古本市を開催することができました。

特に古本市は初めての試みも多かったのですが、無事に終了してホッとしました。（N） 

市立図書館のようす 

橋本図書館のようす 
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